





























































為である。2015 年東京都 23 区内認可保育所で、
医療的ケアが必要な幼児の入所を受入れている区
は４区あり、8 施設 8 名が入所していた。医療的
ケアは、血糖値の測定１、導尿２、経管栄養１、
胃瘻２、痰の吸引２施設で、保健職がいても、実
際には医療的ケアを保護者が出向き行っている施
設は６施設で、保育所の保健職が行っているの
報
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は、吸引の２施設のみであった。他の 19 区は医
療的ケアの必要な幼児を受入れる体制ができてい
ないので入所はできない。
　実際にどの位の入所希望があるかは、行政側が
発表していないので現状を把握することはできな
いが、平成 26 年度特別支援学校の医療的ケアが
必要な児童生徒数は、東京都は 666 名となって
いる。このことから、保育所に入所を希望する医
療的ケアの必要な幼児に対しての受容は十分に出
来ていない状況であることが推測される。
３） 慢性疾患や合併症のある障害を抱える乳幼児
の保育を行っている保健職との半構造化面接
調査
　東京都内３施設認可保育所にて、医療的ケアを
保健職が実際に行っている３名に半構造化面接調
査を行った。いずれも、常勤で、保育士定数外配
置の看護師で、回答は任意で、個人が特定される
情報を公表しないことを伝えて行った。質問内容
は、具体的な医療的ケアと不安とやりがいについ
てであった。
　保健職が行っている医療的ケアは、痰の吸引と
導尿で、３名とも処置に対する不安はないが、保
育所に常にいなければならないという、拘束され
ているような精神的な負担感があった。保健職と
して１名はやりがいを感じていたが、２名は保護
者対応や医療機関との連携で課題を抱いていた。
　今回の調査では、３名と少ないことから引き続
き、調査していく必要があると考える。
　今後更に保育所に入所を希望する医療的ケアの
必要な子どもに対応するため、保健職の適正配置
や医療機関との連携について、検討していきたい。
報
　
告
